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常時微動観測による鳥取平野湖山池周辺の地盤構造推定

Sedimentary Structure around Koyama Pond in Tottori Plain from
Microtremor Observations
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鳥取平野では常時微動や重力異常を用いた地盤構造探査（Noguchi and Nishida, 2002）がこれま
でにも精力的に実施されているが，市街域を除いては観測点間隔が概ね500ｍとやや粗く，近年
になって開発が進められている湖山池周辺の詳細構造を検討することは困難であった。そこで，
湖山池北西で1970年代に造成された美萩野地区（JR末恒駅南部），同南西の吉岡温泉周辺，ま
た北東にあたるJR湖山駅周囲を中心に，高密度の常時微動３成分単点観測と計８地区での４点ア
レー観測を実施し，詳細な地盤震動特性の把握と地下構造の推定を試みた。
３成分単点観測にはアカシGPL-6A3P（過減衰電磁式加速度計）を用い，約10分間の記録から交
通振動の影響の小さい区間を複数選定し，その平均スペクトル比から卓越周期を推定した。アレ
ー観測には勝島製作所PK-110V（電磁式１秒速度計）およびGeo Spaceの4.5Hz速度型ピックア
ップを用い，ケーブルを用いて１収録機で同時観測をおこなった。アレーの径を３～30ｍとして
複数実施し，解析にあたってはSPAC法（岡田・他, 1990）を用いた。
３成分観測記録を用いたH/V解析により対象地域の地盤卓越周期分布を推定したところ，美萩野
地区では造成以前の地形に対応した分布が得られ，吉岡地域では1943年鳥取地震の震源断層に
よる基盤岩深度の変化を示唆する分布が得られた。湖山駅周辺地域には岩盤や硬質地盤より成る
孤立丘が複数存在するが，それらの地形に対応した分布が得られた。
アレー解析からは，ボーリングなどの既存調査や先に実施したH/V解析による卓越周期と矛盾し
ない地下構造を推定することができた。これらの物性値を用いることにより，調査地域の卓越周
期分布から基盤深度分布を推定することが可能となる。
湖山池周辺を詳細に調査したことにより，湖山池を挟んだ地下構造の連続性に興味が持たれる。
今後，湖山池内部の地下構造を把握し，この地域における詳細地下構造モデルを用いた地震波伝
播シミュレーションを実施する基礎を固めてゆきたい。
謝辞観測にあたっては，鳥取大学工学部堀尾卓司氏，寺岡功司氏に協力頂きました。
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